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今月号の表紙
　令和６年３月２４日に開通した、「長生
グリーンライン（長南町坂本～茂原市台田
区間）」は約 2.5kmにおよび、この開通に
よって地域間相互の連携や交流が期待され
ます。� （撮影者：齊藤昇正）
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第１回
定例議会

［会期］2 月 29 日～
3 月 11 日（12 日間）

故 板倉正勝 議員

令和６年度一般会計予算総額
49億 9,000万円（前年度比 3.8% 増）

特別会計・公営企業会計	 37億 6,540万円（前年度比 6.2% 増）
全会計予算総額	 87億 5,540万円（前年度比 4.8% 増）

可決

令和 6年第 1回定例議会は、令和 6年度当初
予算をはじめ、専決処分の承認 1件、条例の制
定 2件、条例の一部改正 6件、指定管理者の指
定 2件、補正予算 5件、人権擁護委員候補者推
薦 1件の、計 24議案について審議しました。
令和６年度予算（一般会計・特別会計・公営

企業会計）においては、内容が複雑多岐にわた
るため、定例会初日の 2月 29 日に議長を除く
9名で予算特別委員会を設置し、これに付託を
しました。
また、3月 4日から 5日にかけて、各常任委

員会（総務経済常任委員会・教育民生常任委員
会）を開催し、提出された議案の質疑等を行い、
8日には現地調査を行いました。
審査の結果、全ての議案において、原案のと

おり承認・可決・適任と認めることとなりまし
た。

故 

板
倉
正
勝
議
員
（
69
歳
）
は
、
平
成

23
年
4
月
に
初
当
選
以
来
、
4
期
12
年
10

カ
月
に
渡
り
在
職
さ
れ
、
こ
の
間
に
議
長

を
歴
任
さ
れ
、
町
政
の
進
展
に
寄
与
さ
れ

ま
し
た
。

あ
ま
り
に
も
突
然
の
訃
報
に
接
し
、
驚

き
を
隠
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
こ
こ
に

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

令和６年度予算審査の流れ
町長からの予算案の提出

本会議
・予算特別委員会の設置・付託

本会議
・予算特別委員会 委員長報告
・委員長報告に対する質疑
・討論 ⇒ 議案採決

予算特別委員会
・予算審査
・質疑・討論 ⇒ 議案採決

令
和
６
年
３
月
18
日
に

板
倉
正
勝  

議
員
が

逝
去
さ
れ
ま
し
た
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≪令和６年度予算≫

町に対して審査意見を付し、
賛成多数で可決

定
例
議
会
・
予
算
特
別
委
員
会

予算特別 
委 員 会

 3 月 5 日～ 6 日（2 日間）

委員長に森川剛典議員、副委員長に加藤喜男
議員を選出しました。
初めに、町長からの施政方針や令和６年度予
算編成方針に対しての総括質疑を町長に行いま
した。
審査の結果、次の意見を付して、賛成多数を
もって可決すべきものと決定しました。

一
般
会
計

１�　
庁
舎
附
属
棟
改
修
・
庁
舎
周
辺
整
備
工
事
に
つ
い
て

は
、
特
に
来
庁
者
駐
車
場
の
利
便
性
、
安
全
性
を
確
保

す
る
こ
と
。
ま
た
、
災
害
時
に
備
え
た
施
設
等
（
井
戸

含
む
）
の
整
備
を
図
ら
れ
た
い
。

２�　
Ｄ
Ｘ
を
推
進
す
る
上
で
、
単
に
庁
舎
内
の
Ｉ
Ｔ
化
に

留
ま
る
こ
と
な
く
、
本
来
の
Ｄ
Ｘ
化
「
デ
ジ
タ
ル
に
よ

る
企
業
等
や
町
民
生
活
の
利
便
性
を
高
め
る
仕
組
み
を

作
る
」
と
と
も
に
業
務
の
平
準
化
・
共
有
化
を
図
り
、

経
費
の
節
減
に
な
る
よ
う
取
り
組
ま
れ
た
い
。

３�　
「
町
民
の
足
」
と
し
て
の
路
線
バ
ス
の
維
持
・
確
保

を
図
り
、
ま
た
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
利
便
性
向
上
な

ど
に
よ
り
、
交
通
空
白
地
域
の
解
消
に
取
り
組
み
、
地

域
交
通
計
画
の
確
立
を
進
め
ら
れ
た
い
。

４�　
地
域
の
将
来
の
農
地
利
用
の
姿
を
明
確
に
す
る
「
地

域
計
画
」
策
定
に
向
け
、
農
業
者
等
か
ら
の
幅
広
い
意

見
・
要
望
を
十
分
反
映
し
、
持
続
可
能
な
農
地
利
用
が

図
れ
る
よ
う
努
め
ら
れ
た
い
。

５�　
地
球
温
暖
化
防
止
へ
向
け
た
脱
炭
素
の
取
り
組
み
と

し
て
、「
わ
が
家
の
エ
コ
電
補
助
金
」、「
蓄
電
池
・
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
補
助
金
」
の
活
用
を
幅
広
く
周
知
す
る
よ

う
努
め
ら
れ
た
い
。

６�　
過
疎
化
対
策
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
検
討
を
加
え
、

特
に
少
子
化
等
人
口
減
少
を
抑
制
す
る
施
策
に
取
り
組

ま
れ
た
い
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

７�　
医
療
費
等
の
削
減
と
町
民
の
健
康
維
持
に
向
け
て
、

更
な
る
特
定
健
診
の
受
診
率
の
向
上
に
努
め
ら
れ
た

い
。

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

８�　

保
健
事
業
と
介
護
予
防
の
一
体
的
事
業
を
推
進
し

て
、
医
療
費
等
の
削
減
・
町
民
の
健
康
維
持
に
向
け
た

取
組
み
に
努
め
ら
れ
た
い
。

介
護
保
険
特
別
会
計

９�　
町
民
の
高
齢
者
増
加
に
伴
い
、
制
度
の
拡
充
と
介
護

予
防
事
業
の
更
な
る
啓
発
に
取
り
組
ま
れ
た
い
。

笠
森
霊
園
事
業
特
別
会
計

10�　
利
用
者
減
少
が
考
え
ら
れ
る
中
で
、
将
来
的
に
維
持

管
理
で
き
る
計
画
を
策
定
し
、
経
営
基
盤
整
備
を
図
ら

れ
た
い
。

農
業
集
落
排
水
事
業
会
計

11�　
需
要
数
の
減
少
が
見
込
ま
れ
る
な
か
で
経
営
改
善
に

努
め
、
あ
わ
せ
て
災
害
時
の
対
応
に
つ
い
て
も
検
討
さ

れ
た
い
。

ガ
ス
事
業
会
計

12�　
今
後
も
供
給
量
・
供
給
戸
数
の
減
少
状
況
が
見
込
ま

れ
る
な
か
で
、
将
来
を
見
据
え
た
ガ
ス
事
業
の
健
全
化

に
取
り
組
み
、
安
定
的
か
つ
安
心
・
安
全
な
ガ
ス
供
給

が
図
れ
る
よ
う
取
り
組
ま
れ
た
い
。

予
算
特
別
委
員
会
か
ら
の
審
査
意
見
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令和６年長南町議会第１回定例議会 議決結果
議案番号 件　名 内　容 議決の結果（※１）

承　認
第１号

専決処分の承認を求めること
について

（長南町手数料条例の一部を改
正する条例の制定について）

地方公共団体の手数料の標準に関する政令の一部
改正が 3 月 1 日から施行されることに伴い、急施
を要するものと認め、専決処分をしたことから議
会の承認を求めようとするもの

承　認
賛 (9)
否 (0)

議　案
第１号

長南町企業版ふるさと納税地
方創生基金条例の制定につい
て

まち・ひと・しごと創生寄附活用事業の推進を図
るため、「長南町企業版ふるさと納税地方創生基金」
を設置することから、条例を制定しようとするも
の

原案可決
賛 (9)
否 (0)

議　案
第２号

長南町ふるさと創生基金条例
の制定について

ふるさと納税の受け皿として「長南町ふるさと創
生基金」を設置し、ふるさと納税寄附金及び基金
を活用した事業をより明確化するため、条例を制
定しようとするもの

原案可決
賛 (9)
否 (0)

議　案
第３号

長南町附属機関設置条例及び
特別職の職員で非常勤のもの
の報酬及び費用弁償に関する
条例の一部を改正する条例の
制定について

附属機関を整理統合し合理化を図るため、長南町
附属機関設置条例に定める長南町「人・農地プラン」
検討委員会を廃止し、長南町構造政策推進会議の
所掌事務に、地域計画に係る所掌事務を加えて一
本化することから、条例の一部を改正しようとす
るもの

原案可決
賛 (9)
否 (0)

議　案
第４号

長南町会計年度任用職員の給
与及び費用弁償に関する条例
の一部を改正する条例の制定
について

地方自治法の一部を改正する法律が令和 5 年 5 月
8 日に公布され、会計年度任用職員が勤勉手当の
支給の対象となることに伴い、条例の一部を改正
しようとするもの

原案可決
賛 (9)
否 (0)

議　案
第５号

長南町特定教育・保育施設及
び特定地域型保育事業の運営
に関する基準を定める条例の
一部を改正する条例の制定に
ついて

デジタル庁による「一括見直しプラン」に基づき、
子ども・子育て支援法の規定に基づく基準府令の
一部が改正されたことから、条例の一部を改正し
ようとするもの

原案可決
賛 (9)
否 (0)

議　案
第６号

長南町介護保険条例の一部を
改正する条例の制定について

第 9 期介護保険事業計画に基づき、令和 6 年度
から令和 8 年度までの介護保険料基準額を年額
64,800 円とし、保険料区分を 9 段階から 13 段
階に改めるため、条例の一部を改正しようとする
もの

原案可決
賛 (9)
否 (0)

議　案
第７号

長南町若者定住及び三世代同
居促進条例の一部を改正する
条例の制定について

町に住宅を取得し、定住する者に対して住宅奨励
金を交付することにより、町の定住人口の増加の
効果が大きいことや、高齢者の独居世帯抑制のた
め、引き続き５年間延長することから条例の一部
を改正しようとするもの

原案可決
賛 (9)
否 (0)

議　案
第８号

長南町ガス供給条例の一部を
改正する条例の制定について

人口減少や省エネ化の定着、近年の急激な社会情
勢の変化に伴う事業運営費高騰による令和４年度
決算の純損失の計上及び持続可能な経営を維持す
るため、ガス料金の値上げに伴う条例の一部を改
正しようとするもの

原案可決
賛 (9)
否 (0)

※１ 議長は議事進行を行うため、採決に加わりません。在職議員 10 名（議員定数 10 名）［令和 6 年第 1 回定例会時］
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令和６年長南町議会第１回定例議会 議決結果
議案番号 件　名 内　容 議決の結果（※１）

議　案
第９号

長南町公の施設の指定管理者
の指定について（海洋セン
ター）

海洋センターについて、引き続き指定管理者とし
て指定いたしたく、議決を求めるもの

【相手方】株式会社千葉ワコー
【期　間】令和６年４月１日から
　　　　  令和１１年３月３１日（５年間）

原案可決
賛 (9)
否 (0)

議　案
第10号

長南町公の施設の指定管理者
の指定について（スケートパー
ク長南）

旧長南小学校にある「スケートパーク長南」につ
いて、指定管理者として指定いたしたく、議決を
求めるもの

【相手方】一般社団法人おかえり集学校
【期　間】令和６年４月１日から
　　　　  令和１１年３月３１日（５年間）

原案可決
賛 (7)
否 (2) 宮﨑､ 板倉

反対討論 現状では遊具的なものにしか考えられない（板倉）
　スケートパークだけではなく、ボルダリング施設も作って一緒にやるといいと
思う。現状では遊具的なものにしか考えられないことから、反対する。

賛成討論 効率的な管理と管理料の縮減が図れる（岩瀬）
　現在、本施設に隣接した旧長南小学校校舎で「一般社団法人おかえり集学校」
が事業を展開している。このため、当法人の指定により、管理用施設の兼用が可
能となり、効率的な管理と管理料の縮減が図れるので賛成する。

議　案
第11号

令和５年度長南町一般会計補
正予算（第７号）について

歳入歳出それぞれに 2 億 7,371 万円を追加、
予算総額を 61 億 5,460 万 1 千円に

（事務事業・人件費の精算、基金への積立金の追加）

原案可決
賛 (9)
否 (0)

議　案
第12号

令和５年度長南町国民健康保
険特別会計補正予算（第１号）
について

歳入歳出それぞれに 323 万 1 千円を追加、
予算総額を 11 億 2,576 万 9 千円に

（人件費・基盤安定負担金の精算）

原案可決
賛 (9)
否 (0)

議　案
第13号

令和５年度長南町介護保険特
別会計補正予算（第２号）に
ついて

歳入歳出それぞれに 2,914 万 9 千円を追加、
予算総額を 11 億 3,180 万円に

（介護給付費等の調整）

原案可決
賛 (9)
否 (0)

議　案
第14号

令和５年度長南町笠森霊園事
業特別会計補正予算（第１号）
について

歳入歳出それぞれに 99 万 7 千円を追加、
予算総額を 7,089 万 7 千円に

（財政調整基金繰入金の減額、繰越金精算）

原案可決
賛 (9)
否 (0)

議　案
第15号

令和５年度長南町ガス事業会
計補正予算（第１号）につい
て

収益的収入　1,847 万 6 千円を減額
収益的支出　1,993 万 2 千円を減額
資本的収入　補正なし
資本的支出　142 万 2 千円を減額
職員給与費　970 万 9 千円を減額

（ガス売上及び人件費の精算）

原案可決
賛 (9)
否 (0)

※１ 議長は議事進行を行うため、採決に加わりません。在職議員 10 名（議員定数 10 名）［令和 6 年第 1 回定例会時］
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令和６年長南町議会第１回定例議会 議決結果
議案番号 件　名 内　容 議決の結果（※１）

議　案
第16号

令和６年度長南町一般会計予
算について

当初予算総額は 49 億 9,000 万円に
増減率 3.8%（1 億 8,100 万円増）

原案可決
賛 (8)
否 (1) 板倉

反対討論 一括で業務委託をすれば金額を下げられる（板倉）
　システム関係の委託については、課ごとに共有できるものは共有すべきと考え
ます。また、施設管理委託については、野球場・テニスコート・陸上競技場・スケー
トパークなどを一括して業務委託をすることで金額をもっと下げられるのではな
いかと考え、反対する。

賛成討論 総合計画に基づく適切な予算編成である（岩瀬）
　本予算は、総合計画に基づき、少子高齢化社会や多発する豪雨災害等に対応す
ると共に、人口減少等により自主財源の確保が厳しい中で、積極的に国等の補助
金確保に取り組み、適切な予算編成となっているので賛成する。

議　案
第17号

令和６年度長南町国民健康保
険特別会計予算について

当初予算総額は 11 億 2,800 万円に
増減率▲ 0.1%（100 万円減）

原案可決
賛 (9)
否 (0)

議　案
第18号

令和６年度長南町後期高齢者
医療特別会計予算について

当初予算総額は 1 億 5,470 万円に
増減率 6.6%（960 万円増）

原案可決
賛 (9)
否 (0)

議　案
第19号

令和６年度長南町介護保険特
別会計予算について

当初予算総額は 10 億 9,700 万円に
増減率 2.0%（2,100 万円増）

原案可決
賛 (9)
否 (0)

議　案
第20号

令和６年度長南町笠森霊園事
業特別会計予算について

当初予算総額は 7,200 万円に
増減率 3.0%（210 万円増）

原案可決
賛 (9)
否 (0)

議　案
第21号

令和６年度長南町農業集落排
水事業会計予算について

収益的収支　支出総額は 2 億 5,931 万円に
資本的収支　支出総額は 1 億 5,144 万円に

（企業会計初年度につき、増減比較はありません。）

原案可決
賛 (9)
否 (0)

議　案
第22号

令和６年度長南町ガス事業会
計予算について

収益的収支　支出総額は 7 億 763 万円に
増減率▲ 0.4%（270 万 3 千円減）
資本的収支　支出総額は 1 億 9,532 万円に
増減率 3.0%（574 万 7 千円増）

原案可決
賛 (9)
否 (0)

議　案
第23号

人権擁護委員候補者の推薦に
つき意見を求めることについ
て

現委員の富澤勝彦氏の任期が、令和 6 年 6 月 30
日をもって満了となることから、新たに高山稔治

（たかやま としはる）氏を人権擁護委員の候補者
として推薦するもの

適任と認める
賛 (9)
否 (0)

（注）内容中の「▲」はマイナスを表す。

※１ 議長は議事進行を行うため、採決に加わりません。在職議員 10 名（議員定数 10 名）［令和 6 年第 1 回定例会時］
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ここが聞きたい！

一般質問は、質問者本人の原稿をそのまま掲載しています。
□印の質問は掲載された質問ですが、★印は紙面の都合により掲載していません。
詳しくは、議会ホームページの会議録をご覧ください。

定例会の２日目及び５日目に一般質問が行われ、６人の議員が町政について質問しました。
件名について掲載いたします。
なお、一般質問は町政全般について、希望する議員が質問や提言を行うもので、制限時間は１人

につき１時間です。

６人の議員が一般質問を行う

町
政
を

　う

町
政
を

　う
問問

宮﨑 裕一　議員
　□ 運転免許証返納者へ交通系ＩＣカード交付による支援を
　□ 直売所建設事業の進捗状況は　　　　
　□ 本町職員のフルネーム対策について
　□ 迷惑防止条例を制定しては
　★ 農業振興について

鈴木 ゆきこ　議員
　□ 若者が政治に関心を持つためには
　□ 移動期日前投票所や移動手段のない方には
　□ 誰でも投票しやすい環境作り
　□ 乳幼児健診の現状について
　★ 農村環境改善センターなど公共施設の点検
　★ 女子中学生は生理が理由で休めているか

河野 康二郎　議員
　□ 防災計画の個別課題の検証・見直しを
　□ 前例のない災害には、前例のない対応策、備えが必要
　□ 計画があるだけでは　　　
　□ 土木職の採用難には　　　□ そこで提言を２つ

加藤 喜男　議員
　□ 非常食などの備蓄について
　□ 学校給食の調味料は　　　　　★ ＬＧＢＴ理解増進法
　□ 緊急時に児童を預かれるか　　　　　　　　施行後の状況について
　★ 環境問題について　　　　　　★ 催眠商法について

森川 剛典　議員
　□ まちづくり計画図の進め方は
　□ 公民館の建設は　　　□ 限界集落の消防団員不足は
　□ 住環境の整備は　　　□ 行政サービスの意識向上について

板倉 正勝　議員
　□ 能登半島地震を踏まえて本町の体制は
　□ 耐震化率の進捗と道路占用は
　□ 災害時の集落排水管路の対策は
　□ 震災時、民間組織の協力は
　□ 直売所建設は、複合施設と一緒に

P10

P11

P12

P13

P8

P9

?

一
般
質
問
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直
売
所
建
設
事
業
の

進
捗
状
況
は

迷
惑
防
止
条
例
を
制

定
し
て
は

本
町
職
員
の
フ
ル

ネ
ー
ム
対
策
に
つ
い
て

運転免許証返納者へ
交通系 IC カード交付による支援を

福祉タクシー助成券を活用して頂きたい

路
線
バ
ス
が
廃

止
さ
れ
る
様
な
事

が
あ
れ
ば
、
な
お
更
自
家

用
車
を
運
転
す
る
し
か
あ

り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
運
転
免
許
証

返
納
者
に
返
納
時
に
１
万

円
を
チ
ャ
ー
ジ
し
た
交
通

系
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
を
交
付
し

支
援
し
て
は
と
思
い
ま
す

が
、
考
え
を
伺
い
ま
す
。

地
場
産
業
の
育

成
、
農
業
、
商
業
、

観
光
業
の
振
興
と
と
も

に
、
町
民
の
日
常
生
活
の

維
持
、
生
活
利
便
性
の
向

上
の
視
点
か
ら
、
早
期
に

事
業
着
手
に
取
り
組
ん
で

い
く
と
の
事
で
あ
り
ま
す

が
、
建
設
場
所
な
ど
事
業

の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

住
宅
宿
泊
事
業

法
に
よ
り
、
宿
泊

者
に
対
し
て
周
辺
住
民
へ

の
騒
音
な
ど
に
よ
る
悪
影

響
防
止
に
つ
い
て
を
説
明

し
な
く
て
は
い
け
な
い
と

な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
、
本
町
で
も
民
泊

各
自
治
体
に
お

い
て
、
職
員
は
フ

ル
ネ
ー
ム
の
名
札
を
つ
け

る
事
が
当
た
り
前
に
な
っ

て
い
ま
す
。
近
年
、
こ
の

情
報
を
基
に
住
所
や
家
族

を
特
定
し
、
誹
謗
中
傷
や

ス
ト
ー
カ
ー
被
害
を
起
こ

す
な
ど
の
事
例
が
報
告
が

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
職
員

の
フ
ル
ネ
ー
ム
対
策
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

問

問

問

問

高
齢
者
へ
の
支
援
と
し

て
、
福
祉
タ
ク
シ
ー
助
成

を
令
和
６
年
度
か
ら
対
象

者
の
枠
を
拡
大
し
ま
し

た
。本

町
に
住
所
が
あ
り
住

民
税
が
非
課
税
の
方
の

内
、
75
歳
以
上
で
日
中
に

直
売
所
建
設
に
向
け
た

進
捗
状
況
で
す
が
、
建
設

場
所
の
候
補
地
は
あ
る
も

の
の
、
現
時
点
で
は
決
定

し
て
い
ま
せ
ん
。

名
札
に
記
載
さ
れ
て
い

る
情
報
を
基
に
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
、

職
員
本
人
や
そ
の
家
族
を

特
定
し
た
誹
謗
中
傷
や
ス

議員宮﨑裕一

企
画
財
政
課
長

企
画
財
政
課
長

支
援
が
受
け
ら
れ
な
い
方

を
新
た
に
対
象
者
に
加

え
、
助
成
額
も
月
３
，

０
０
０
円
に
す
る
な
ど
の

改
善
を
い
た
し
ま
す
。

建
設
候
補
地
は
あ
る

も
の
の
、
現
時
点
で

は
決
定
し
て
い
な
い

総
務
課
長

総
務
課
長

産
業
振
興
課
長

産
業
振
興
課
長

ま
た
、
直
売
所
の
規
模

も
販
売
で
き
る
農
産
物
の

出
荷
量
の
把
握
が
で
き
て

い
な
い
為
、
売
場
等
の
面

積
も
決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。

本
年
４
月
か
ら
名
札

を
改
め
る

現
在
の
と
こ
ろ
条
例

化
の
考
え
は
な
い

ト
ー
カ
ー
な
ど
犯
罪
に
悪

用
さ
れ
る
事
が
、
社
会
問

題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

本
町
と
し
て
は
、
本
年

４
月
か
ら
名
字
の
み
の
漢

字
表
記
に
併
せ
、
平
仮
名

表
記
、
ま
た
グ
ロ
ー
バ
ル

化
に
併
せ
、
ロ
ー
マ
字
表

記
の
名
札
に
改
め
ま
す
。

民
泊
事
業
者
の
件
数

は
、一
宮
町
で
は
50
件
の
届

け
出
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
町
で
は
事
業
者
の
件

数
も
少
な
く
、
ま
た
相
談

件
数
も
１
件
で
あ
り
、
将

来
的
に
必
要
と
な
っ
て
く

る
時
期
が
到
来
す
る
事
も

想
定
さ
れ
ま
す
が
、
現
在

の
と
こ
ろ
条
例
化
の
考
え

は
あ
り
ま
せ
ん
。

施
設
等
が
増
加
す
る
前

に
、
迷
惑
防
止
条
例
を
制

定
し
て
は
と
思
い
ま
す
が

考
え
を
伺
い
ま
す
。

生
活
環
境
課
長

生
活
環
境
課
長

福祉タクシー
　 町 内 在 住 の 方 で、 障 が い の あ る
方、 要 介 護 認
定 を 受 け た
方、 高 齢 者 の
方、 妊 産 婦 の
方 な ど が、 タ
クシーを利用
した際に助成
する制度です。
　対象となる
方は一定の条
件に該当する
必要がありま
す。 ▲助成券イメージ
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加藤喜男

若者が政治に
関心を持つためには

中学生議会の再開を検討

満
18
歳
以
上
に

選
挙
権
が
引
き
下

げ
ら
れ
制
度
が
変
わ
り
ま

し
た
が
、
投
票
率
は
上
が

り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
若
者
が
政
治

に
対
し
て
関
心
を
持
っ
て

も
ら
う
為
に
、
以
前
の
よ

う
な
中
学
生
議
会
を
開
催

で
き
な
い
か
伺
い
ま
す
。

移
動
期
日
前
投

票
所
を
、
各
地
域

で
時
間
を
決
め
て
設
け
ら

れ
ま
せ
ん
か
。

ま
た
、
交
通
手
段
の
な

い
住
民
の
対
応
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

投
票
所
で
支
援

が
欲
し
い
方
に
対

し
て
、
投
票
支
援
カ
ー
ド

や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ボ
ー
ド
な
ど
の
活
用
が
で

き
な
い
か
伺
い
ま
す
。

乳
幼
児
健
診
の

現
状
と
発
達
等
の

不
安
を
抱
え
る
保
護
者
に

対
す
る
対
応
を
伺
い
ま

す
。

問

問

問

問

令
和
元
年
に
中
学
校
３

年
生
を
対
象
に
開
催
し
ま

し
た
。
こ
の
結
果
、
地
域

や
社
会
の
問
題
を
自
分
の

問
題
と
し
て
捉
え
、
自
ら

考
え
、
判
断
し
、
行
動
し

て
い
く
主
権
者
教
育
を
生

徒
た
ち
は
実
践
し
て
、
町

の
現
状
や
課
題
を
学
び
ま

移
動
期
日
前
投
票
所

は
、
人
手
不
足
や
場
所
の

選
定
が
難
し
く
設
置
は
考

え
て
い
ま
せ
ん
。

交
通
手
段
の
な
い
方
々

投
票
支
援
カ
ー
ド
は
代

理
投
票
が
必
要
な
場
合
に

利
用
し
て
い
る
カ
ー
ド
と

認
識
し
て
お
り
、
積
極
的

に
選
挙
従
事
者
の
職
員
が

声
か
け
を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ボ
ー
ド
は
、
単
語

や
短
い
文
章
が
記
載
さ
れ

て
お
り
、
言
語
障
害
を
持

１
歳
６
ヶ
月
と
３
歳
の

健
診
は
法
的
義
務
で
、
そ

れ
ぞ
れ
年
３
回
町
保
健
セ

ン
タ
ー
に
て
集
団
健
診
を

議員鈴木ゆきこ

総
務
課
長

総
務
課
長

総
務
課
長

総
務
課
長

誰
で
も
投
票
し
や
す

い
環
境
作
り

乳
幼
児
健
診
の
現
状

に
つ
い
て

移
動
期
日
前
投
票
所

や
移
動
手
段
の
な
い

方
に
は

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
ボ
ー
ド
の
導
入

の
り
あ
い
タ
ク
シ
ー

や
福
祉
タ
ク
シ
ー
の

制
度
を
利
用

教
育
課
長

教
育
課
長

し
た
。

感
染
症
等
の
影
響
で
開

催
を
見
合
わ
せ
て
い
ま
し

た
が
、
中
学
校
と
調
整
す

る
中
で
再
開
に
向
け
て
検

討
し
ま
す
。

に
つ
い
て
は
、
の
り
あ
い

タ
ク
シ
ー
や
福
祉
タ
ク

シ
ー
の
制
度
の
利
用
を
お

願
い
し
ま
す
。

つ
方
な
ど
が
指
差
し
す
る

事
で
自
分
の
意
志
や
要
求

を
伝
え
る
事
が
で
き
、
投

票
所
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
効
果
的
に
行
え

る
た
め
、
導
入
を
考
え
て

い
ま
す
。

健
康
保
険
課
長

健
康
保
険
課
長

実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
母
子
健
康
手
帳

の
別
冊
の
乳
児
健
康
診
査

受
診
票
を
利
用
し
、
生
後

３
ヶ
月
か
ら
11
ヶ
月
ま
で

の
間
に
３
回
医
療
機
関
で

個
別
健
診
の
受
診
が
可
能

で
す
。

町
で
は
生
後
４
ヶ
月
、

７
ヶ
月
、
12
ヶ
月
児
を
対

象
と
し
た
保
健
師
等
に
よ

る
乳
児
相
談
も
併
せ
て
実

施
し
て
お
り
、
乳
幼
児
健

診
後
に
発
達
等
の
不
安
を

抱
え
る
保
護
者
に
は
、
保

健
師
な
ど
が
継
続
的
な
相

談
支
援
を
行
う
と
共
に
、

必
要
に
応
じ
て
医
療
機

関
、
相
談
窓
口
を
紹
介
す

る
な
ど
不
安
の
解
消
に
努

め
て
い
ま
す
。

デマンドのりあいタクシー
　町内在住の方で、満 65 歳以上の
方、障がい者手帳（1 級から 3 級）
の交付を受けている方などが、タク
シーを利用した際に定められた金額
で利用できる制度です。
　ご利用になるには、事前登録が必
要です。

◀�

の
り
あ
い
タ
ク
シ
ー

ロ
ゴ
マ
ー
ク
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総
務
課
長

総
務
課
長

総
務
課
長

総
務
課
長

総
務
課
長

総
務
課
長

防災計画の個別課題の
検証・見直しを

見直しを進め住民への周知を図る

地
域
防
災
計
画

の
各
所
管
部
署
の

個
別
課
題
に
つ
い
て
検
証

し
見
直
す
考
え
は
あ
り
ま

す
か
。

（
提
言
１
）
平

時
か
ら
計
画
の
個

別
課
題
に
つ
い
て
、
所
管

で
検
証
し
見
直
し
を
進
め

る
た
め
、
庁
内
、
各
所
管

部
署
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

（
提
言
２
）
計

画
に
基
づ
い
た
自

助
・
共
助
・
公
助
に
よ
る

災
害
対
策
が
行
え
た
か
、

庁
内
・
町
民
に
浸
透
し
て

い
た
か
の
計
画
の
実
践
、

具
体
化
の
検
証
が
必
要
で

す
。大

規
模
災
害
時
に
は
、

行
政
だ
け
で
は
立
ち
往
生

す
る
と
い
う
過
去
の
教
訓

か
ら
、
行
政
機
関
や
イ
ン

土
木
職
員
不
足

は
、
イ
ン
フ
ラ
整

備
や
災
害
対
応
に
影
響
を

及
ぼ
し
ま
す
。
対
応
策
を

伺
い
ま
す
。

（
提
言
３
）
採

用
難
に
よ
っ
て
、

専
門
職
以
外
の
人
材
を
登

用
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況

で
は
、
外
部
受
講
な
ど
に

よ
る
学
び
直
し
の
制
度
や

自
治
体
間
で
専
門
職
員
を

共
有
す
る
共
同
事
務
制
度

な
ど
の
検
討
を
進
め
る
こ

と
。（

提
言
４
）
職
員
の

パ（
※
１
）ブ

リ
ッ
ク
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
や
、
シ（
※
２
）ビ

ッ
ク
プ

ラ
イ
ド
を
尊
重
し
、
醸
成

す
る
職
場
風
土
や
人
事
制

度
に
よ
っ
て
、
離
職
対
応

や
会
計
年
度
職
員
採
用
、

問問

問

問

問

能
登
半
島
地
震
の
教
訓

も
踏
ま
え
、
見
直
し
を
進

め
住
民
へ
の
周
知
を
図
り

ま
す
。

昨
年
９
月
の
災
害
対
応

の
課
題
に
つ
い
て
も
協
議

を
行
い
、
今
後
も
協
議
メ

ン
バ
ー
で
地
域
防
災
計
画

の
実
践
と
具
体
化
、
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
整
備
な
ど
を

進
め
ま
す
。

災
害
時
は
防
災
計
画
に

基
づ
き
対
応
し
ま
す
が
、

検
討
課
題
は
あ
る
た
め
、

今
後
検
証
と
見
直
し
を
行

い
、
自
助
・
共
助
・
公
助

の
機
能
を
発
揮
し
、
災
害

に
強
い
町
づ
く
り
に
取
組

み
ま
す
。

令
和
５
年
度
、
令
和
６

年
度
で
計
３
名
の
職
員

（
会
計
年
度
任
用
職
員
１

名
を
含
む
）
の
採
用
が
で

き
ま
し
た
。
引
き
続
き
計

画
的
な
採
用
に
取
り
組
み

ま
す
。

逸
材
が
な
か
な
か
確
保

し
に
く
い
が
、
自
治
体
に

と
っ
て
は
、
土
木
行
政
は

欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い

事
業
で
す
。
提
言
の
よ
う

に
、
近
隣
の
首
長
と
良
い

方
法
は
な
い
か
検
討
し
て

み
ま
す
。

議員河野康二郎

前
例
の
な
い
災
害
に

は
、
前
例
の
な
い
対

応
策
、
備
え
が
必
要

立
ち
上
げ
、
計
画
の
実
践

と
具
体
化
、
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
整
備
な
ど
に
取
組
む
こ

と
を
提
言
し
ま
す
。

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
備

な
ど
を
進
め
ま
す

災
害
に
強
い
町
づ
く

り
に

土
木
行
政
は
欠
か
せ

な
い

計
画
が
あ
る
だ
け
で
は

土
木
職
の
採
用
難
に
は

そ
こ
で
提
言
を
２
つ

フ
ラ
事
業
者
の
限
界
を
知

り
、
自
助
の
積
み
上
げ
を

前
提
に
共
助
の
限
界
を
高

め
、
施
さ
れ
る
公
助
か
ら

対
等
な
立
場
で
町
を
守
る

公
助
の
取
組
み
に
よ
り
、

自
助
・
共
助
・
公
助
の
機

能
を
発
揮
さ
せ
、
災
害
に

強
い
町
づ
く
り
に
取
組
む

こ
と
を
提
言
し
ま
す
。

計
画
的
な
採
用
を

副副    

町町    

長長

中
途
採
用
な
ど
に
取
組
む

こ
と
を
提
言
し
ま
す
。

町
　
長

町
　
長

▶
製
粉
機
（
Ｊ
Ａ
長
生
）

用
語
解
説

パ
ブ
リ
ッ
ク
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ（
※
１
）ン

公
共
の
た
め
に
役
立
ち

た
い
と
い
う
意
識

シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ（
※
２
）ド

都
市
に
対
す
る
市
民
の

誇
り
、
自
身
が
関
わ
り
地

域
を
よ
く
し
て
い
く
、
当

事
者
意
識
に
基
づ
く
自
負

心
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非常食などの備蓄について
今後も住民への周知を

千
葉
県
東
方
沖

で
群
発
地
震
が
起

こ
っ
て
お
り
、
い
つ
大
き

な
地
震
が
く
る
か
と
心
配

す
る
と
こ
ろ
で
す
。
被
災

後
の
対
応
は
、
１
人
ひ
と

り
や
家
族
が
取
り
組
む

「
自
助
」
が
基
本
だ
と
思

い
ま
す
。

こ
の
「
自
助
」
で
す
が
、

被
災
後
に
身
の
安
全
の
確

保
で
き
た
後
、
生
き
延
び

て
い
く
た
め
の
、
各
自
、

各
家
庭
の
備
蓄
が
一
番
重

要
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

町
で
は
備
蓄
に
つ
い

て
、
ど
の
様
な
啓
発
を
し

て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

町
で
は
、
授
業

終
了
後
に
「
長
南

町
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
」

で
児
童
を
預
か
っ
て
い
ま

調
味
料
に
は
、

砂
糖
、
塩
、
酢
、

醤
油
、
味
噌
、
さ
ら
に
は
、

み
り
ん
な
ど
多
く
の
種
類

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
こ

れ
ら
の
調
味
料
に
は
ピ
ン

か
ら
キ
リ
ま
で
あ
る
と
思

い
ま
す
。

給
食
に
は
昔
な
が
ら
の

安
全
な
原
料
で
安
全
な
方

法
で
作
ら
れ
た
も
の
を
子

供
た
ち
に
使
用
す
る
の
が

よ
い
と
思
い
ま
す
が
、
各

種
調
味
料
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
な
基
準
で
選
定
し

て
い
る
か
伺
い
ま
す
。

問

問

問

住
民
自
身
で
備
蓄
し
、

災
害
に
備
え
る
こ
と
は
重

要
と
考
え
て
い
ま
す
。　

令
和
２
年
４
月
に
毎
戸

配
布
を
い
た
し
ま
し
た
長

南
町
総
合
防
災
マ
ッ
プ
に

は
、
備
蓄
の
新
し
い
方
法

と
し
て
、
ロ
ー
リ
ン
グ
ス

ト
ッ
ク
法
（
普
段
か
ら
多

め
に
食
材
や
加
工
品
を
購

入
し
、
使
用
し
た
分
を
新

し
く
買
い
足
し
、
常
に
一

定
量
の
食
材
を
家
庭
に
備

蓄
）を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

今
後
の
住
民
へ
の
周
知

と
し
て
は
、
令
和
６
年
中

に
暮
ら
し
の
便
利
帳
を
作

成
し
、
配
布
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

学
校
給
食
に
お
き
ま
す

調
味
料
に
つ
き
ま
し
て

は
、
化
学
調
味
料
や
食
品

添
加
物
の
使
用
を
で
き
る

だ
け
避
け
て
、
安
全
・
安

心
な
学
校
給
食
の
提
供
に

努
め
て
い
ま
す
。

通
年
利
用
す
る
児
童
の

安
全
面
を
最
優
先
と
す
る

た
め
、
令
和
６
年
度
の
募

集
に
つ
い
て
は
、
一
時
預

か
り
の
事
前
登
録
を
中
止

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と
こ

ろ
で
す
。

急
用
で
ど
う
し
て
も
お

子
さ
ん
を
預
け
る
必
要
が

あ
る
場
合
に
つ
い
て
は
、

そ
の
日
の
受
入
れ
状
況
に

よ
り
、
通
年
で
利
用
し
て

い
る
児
童
の
安
全
面
を
確

保
し
た
上
で
、
可
能
な
範

囲
で
対
応
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

議員

緊
急
時
に
児
童
を
預

か
れ
る
か

可
能
な
範
囲
で
預
か

り
ま
す

安
心
安
全
な
給
食
の

提
供
に
努
め
て
い
ま
す

学
校
給
食
の
調
味
料
は

給
食
所
長

給
食
所
長

福
祉
課
長

福
祉
課
長

加藤喜男

総
務
課
長

総
務
課
長

具
体
的
に
は
、
無
添
加

の
顆
粒
調
味
料
や
煮
干
し

粉
、
肉
や
野
菜
な
ど
か
ら

取
り
ま
し
た
煮
出
し
汁
、

こ
れ
ら
を
併
用
す
る
中
で

工
夫
し
て
調
理
を
行
っ
て

い
ま
す
。

す
。
定
員
の
40
名
を
預

か
っ
て
い
た
場
合
に
、
登

録
さ
れ
て
な
い
保
護
者
に

緊
急
の
事
態
が
生
じ
、
預

か
り
を
要
請
さ
れ
た
場
合

は
対
応
で
き
る
か
伺
い
ま

す
。
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▲ 現在の役場庁舎前駐車場

町
村
消
滅
が
再

び
話
題
に
な
っ
て

い
ま
す
が
、
限
界
集
落
に

近
づ
い
た
地
区
で
消
防
団

員
が
い
な
い
場
合
は
欠
員

報
告
を
し
ま
す
が
よ
ろ
し

い
で
す
か
。

ま
た
、
地
域
に
あ
っ
た

組
織
の
改
編
の
必
要
性
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

①
サ
ー
ビ
ス
改

善
の
為
に
目
安
箱

を
置
き
ま
せ
ん
か
、
②
役

場
仮
駐
車
場
の
舗
装
は
い

つ
行
い
ま
す
か
。

問

問

限
界
集
落
の
消
防
団

員
不
足
は

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
意

識
向
上
に
つ
い
て

来
年
度
か
ら
事
業
に

着
手

欠
員
も
発
生
し
て
い

ま
す

住
民
の
声
を
吸
い
上

げ
て

公
民
館
の
建
設
は

住
環
境
の
整
備
は

まちづくり計画図の進め方は
町民の皆様とともに

ま
ち
づ
く
り
計

画
図
の
作
成
の
進

め
方
は
、
ど
の
よ
う
に
実

行
し
て
い
く
の
か
伺
い
ま

す
。

公
民
館
の
建
設

と
い
う
言
葉
が
久

し
く
聞
か
れ
ま
せ
ん
。
ま

ち
づ
く
り
計
画
図
作
成
の

意
見
交
換
会
の
ま
と
め
に

も
出
て
き
ま
せ
ん
が
、
ど

う
な
っ
て
い
る
か
伺
い
ま

す
。

町
に
は
、
空
き

家
以
外
に
居
住
す

る
物
件
が
ほ
と
ん
ど
見
当

た
り
ま
せ
ん
が
、
豊
原
住

宅
の
跡
地
は
ど
う
す
る
の

か
伺
い
ま
す
。

問

問

問

ま
ち
づ
く
り
の
イ
メ
ー

ジ
を
１
枚
の
イ
ラ
ス
ト
で

お
示
し
し
て
、
町
民
の
皆

様
と
共
有
し
て
い
く
こ
と

を
主
眼
と
し
て
い
ま
す
。

活
用
方
法
に
つ
い
て

は
、
令
和
７
年
度
以
降
に

町
民
の
皆
様
と
共
有
し
な

が
ら
、
と
も
に
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。将

来
構
想
の
実
現
に
向

令
和
６
年
度
に
は
建
設

場
所
を
特
定
さ
せ
る
必
要

が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

遅
く
と
も
来
年
度
に
は
事

業
化
で
き
る
よ
う
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

広
域
市
町
村
圏
組
合
の

消
防
団
を
市
町
村
に
戻
し

た
ら
ど
う
か
と
い
う
話
も

あ
り
ま
す
。
今
後
、
町
村

長
会
議
あ
る
い
は
管
理
者

会
議
で
詰
め
て
ま
い
り
ま

す
。

住
民
の
皆
様
の
声
を
い

か
に
職
員
が
吸
い
上
げ
て

い
く
か
、
と
い
う
事
に
対

し
て
も
し
っ
か
り
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

消
防
団
の
環
境
整
備
や

報
酬
等
の
改
善
が
図
ら
れ

て
い
ま
す
。
区
長
の
皆
様

や
消
防
団
員
の
ご
協
力
に

よ
り
人
員
確
保
に
努
め
て

い
ま
す
が
、
定
員
を
満
た

せ
ず
欠
員
も
発
生
し
て
い

ま
す
。

①
引
き
続
き
現
在
の
町

長
へ
の
手
紙
や
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
の
ご
意
見
箱
で

対
応
し
ま
す
。

②
庁
舎
周
辺
の
舗
装
工

事
に
つ
い
て
は
、
令
和
７

年
３
月
を
完
成
予
定
と
し

て
い
ま
す
。

豊
原
住
宅
の
跡
地
は
住

居
関
係
利
用
が
望
ま
し
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

議員森川剛典

企
画
財
政
課
長

企
画
財
政
課
長

町
　
長

町
　
長

町
　
長

町
　
長

町
　
長

町
　
長

町
　
長

町
　
長

け
て
の
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
つ
い
て
は
、
企
画
財

政
課
内
に
専
任
の
担
当
を

数
名
程
度
配
置
し
て
、

チ
ー
ム
で
事
業
に
当
た
ら

せ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

建
設
課
長

建
設
課
長

住
居
関
係
利
用
を

総
務
課
長

総
務
課
長

総
務
課
長

総
務
課
長
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能登半島地震を踏まえて
本町の体制は

区長や自主防災組織等の協力が必要

令
和
６
年
能
登

半
島
地
震
を
踏
ま

え
て
本
町
の
避
難
所
の
体

制
は
ど
う
か
伺
い
ま
す
。

現
在
の
耐
震
化

率
の
進
捗
状
況

と
、
道
路
占
用
で
許
可
し

た
古
い
管
は
、
震
災
時
に

陥
没
や
落
差
が
つ
い
た
り

す
る
と
思
い
ま
す
が
、
ど

の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か

伺
い
ま
す
。

震
災
時
、
農
業

集
落
排
水
区
域
は

管
路
が
使
え
ず
、
ト
イ
レ

で
一
番
困
る
と
思
い
ま
す

が
、
何
か
い
い
考
え
が
あ

れ
ば
伺
い
た
い
。

直
売
所
の
建
設

に
つ
い
て
、
複
合

施
設
と
一
緒
に
と
私
は
考

え
て
い
ま
す
。
直
売
所
単

体
で
は
ど
れ
だ
け
の
品
物

中
央
公
民
館

は
、
老
朽
化
で
建

て
替
え
問
題
も
出
て
い
ま

す
。そ

こ
で
、
避
難
所
と
し

て
民
間
の
営
農
組
織
へ
協

力
を
求
め
る
考
え
は
あ
る

の
か
伺
い
ま
す
。

問

問

問

問 問

能
登
半
島
地
震
で
の
被

災
地
で
は
、
避
難
者
自
ら

が
運
営
を
行
っ
て
い
る
現

状
で
す
。

本
町
で
地
域
防
災
計
画

に
基
づ
く
被
害
想
定
の
震

度
６
弱
の
地
震
が
起
き
た

場
合
の
避
難
所
運
営
は
、

区
長
や
自
主
防
災
組
織
、

避
難
者
の
協
力
も
い
た
だ

き
な
が
ら
、
避
難
所
運
営

を
し
て
い
く
こ
と
も
あ
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

令
和
３
年
３
月
に
耐
震

改
修
促
進
計
画
を
策
定
し

て
お
り
、
税
情
報
を
基
に

民
間
の
戸
建
て
住
宅
に
つ

い
て
の
耐
震
化
率
は
70
％

程
度
と
推
測
し
て
お
り
ま

す
。道

路
占
用
許
可
し
た
古

い
管
の
占
用
箇
所
に
つ
い

て
は
、占
用
台
帳
で
地
番
の

記
載
は
あ
る
が
場
所
の
特

定
が
難
し
い
た
め
、企
業
等

と
打
合
せ
を
実
施
し
、内
容

を
精
査
し
て
対
応
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

発
災
時
に
は
、
町
の
防

災
計
画
、
農
水
省
発
行
の

農
業
集
落
排
水
施
設
震
災

対
応
の
手
引
に
の
っ
と
っ

て
、
中
継
ポ
ン
プ
を
含
む

管
路
、
処
理
場
の
緊
急
点

検
を
早
急
に
実
施
し
、
応

急
復
旧
に
当
た
る
こ
と
を

想
定
し
て
お
り
ま
す
。

並
行
し
て
、
早
期
の
復

旧
が
不
可
と
判
断
す
る
場

合
は
、
仮
設
ト
イ
レ
、
携

帯
用
ト
イ
レ
の
手
配
を
防

災
部
局
な
ど
と
連
携
を
取

り
つ
つ
対
応
し
て
い
く
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

長
年
ス
ー
パ
ー
の
誘
致

を
考
え
て
お
り
ま
し
た

が
、
企
業
が
長
南
町
に
興

味
を
示
し
て
く
れ
な
い
こ

と
か
ら
、
町
民
の
皆
様
の

生
活
支
援
と
い
う
観
点
か

ら
直
売
所
を
つ
く
ろ
う
と

し
た
と
こ
ろ
で
す
。

直
売
所
に
は
農
産
物
な

ど
、
町
の
特
産
品
、
住
民

同
士
の
交
流
の
場
、
子
ど

も
た
ち
の
遊
び
場
と
い
う

よ
う
な
総
合
的
な
施
設
と

し
て
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

赤
字
に
な
ら
な
い
よ
う

な
仕
組
み
を
検
討
し
て
ま

い
り
ま
す
。

営
農
組
織
は
平
時
か
ら

燃
料
の
備
蓄
や
災
害
時
に

有
効
な
資
機
材
を
保
有
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

協
力
を
い
た
だ
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

議員

耐
震
化
率
の
進
捗
と

道
路
占
用
は

災
害
時
の
集
落
排
水

管
路
の
対
策
は

直
売
所
建
設
は
、
複

合
施
設
と
一
緒
に

震
災
時
、
民
間
組
織

の
協
力
は

板倉正勝

町
　
長

町
　
長

建
設
課
長

建
設
課
長

70
％
程
度
と
推
測

総
務
課
長

総
務
課
長

総
務
課
長

総
務
課
長

生
活
環
境
課
長

生
活
環
境
課
長

点
検
を
実
施
し
、
応

急
復
旧
に
あ
た
る

営
農
組
織
へ
協
力
を

依
頼
す
る

総
合
的
な
施
設
と
し

て
進
め
て
い
く

が
集
ま
る
の
か
疑
問
で

す
。直

売
所
を
町
で
建
て

て
、
ず
っ
と
赤
字
経
営
に

な
っ
た
場
合
に
町
で
補
填

す
る
の
か
し
な
い
の
か
、

考
え
を
伺
い
ま
す
。
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長南町議会広報特別委員会

発行責任者　　松　野　唱　平
委 員 長　　加　藤　喜　男
副委員長　　太　田　久　之
委 員　　森　川　剛　典

同 　　河　野　康二郎
同 　　鈴　木　ゆきこ

木木き
は
ら

き
は
ら原原　　

徹徹
と
お
る

と
お
る    

さ
ん
さ
ん

松松ま
つ
ざ
き

ま
つ
ざ
き﨑﨑  

な
つ
な
つ
美美みみ    

さ
ん
さ
ん 若い力

ちょうなんの

現
在
の
町
に
望
む
こ
と

現
在
の
町
に
望
む
こ
と

自
然
豊
か
な
子
育
て
に
優
し
い
ふ
る
さ
と

自
然
豊
か
な
子
育
て
に
優
し
い
ふ
る
さ
と

私
は
長
南
町
で
生
ま
れ

育
ち
、
子
供
が
生
ま
れ
て

か
ら
も
自
然
豊
か
で
子
育

て
支
援
が
手
厚
い
こ
の
町

で
子
育
て
を
し
て
い
き
た

い
と
思
い
、
暮
ら
し
続
け

る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

結
婚
を
機
に
調
べ
た

際
、
長
南
町
の
子
育
て
支

援
の
手
厚
さ
を
知
り
ま
し

た
。
２
人
の
子
供
が
い
ま

す
が
、
妊
娠
か
ら
子
育
て

ま
で
切
れ
目
の
無
い
支
援

御
陰
様
で
私
と
家
内
の

千
賀
子
が
、
こ
の
長
南
町

で
た
く
さ
ん
の
町
民
の

方
々
の
御
世
話
に
な
り
な

が
ら
、
三
度
目
の
冬
を
送

る
事
が
で
き
ま
し
た
。
改

め
て
皆
様
の
御
厚
意
、
御

親
切
に
感
じ
入
る
次
第
で

す
。さ

て
、
移
住
者
と
い
う

立
場
で
行
き
当
た
る
の
が

住
宅
問
題
で
す
。
我
々
も

そ
う
で
す
が
、
単
身
者
も

含
め
賃
貸
物
件
の
拡
充
や

を
し
て
い
た
だ
き
、
あ
り

が
た
さ
を
実
感
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、桜
や
紫
陽
花
、

ホ
タ
ル
な
ど
、
1
年
を
通

し
て
四
季
を
感
じ
ら
れ
る

の
も
魅
力
で
す
。

そ
ん
な
自
然
豊
か
で
子

育
て
に
優
し
い
こ
の
町
で

の
暮
ら
し
に
、
幸
せ
を
感

じ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
子

供
達
に
と
っ
て
も
自
慢
の

ふ
る
さ
と
に
な
る
と
願
っ

て
い
ま
す
。

整
備
を
更
に
進
め
て
い
た

だ
く
事
で
長
南
町
の
活
性

化
、
発
展
に
結
び
付
く
と

期
待
し
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
学
生
や
シ
ル
バ
ー
移

住
希
望
者
の
為
の
短
期
宿

泊
、
民
泊
施
設
な
ど
も
重

ね
て
ご
検
討
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
す
。

も
っ
と
も
っ
と
長
南
町

の
魅
力
と
深
さ
を
多
く
の

方
に
知
っ
て
い
た
だ
く
機

会
に
な
れ
ば
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

次
回
の
定
例
議
会
は
、

６
月
４
日（
火
）か
ら

開
会
の
予
定
で
す
。

東
日
本
大
震
災
か
ら
13
年

に
な
る
3
月
11
日
、
議
場
に

お
い
て
地
震
が
発
生
し
た
14

時
46
分
に
、
町
執
行
部
の
皆

様
方
と
議
員
一
同
で
、
1
分

間
の
黙
祷
を
捧
げ
ま
し
た
。

当
時
を
振
り
返
る
と
、
計

画
停
電
や
ガ
ソ
リ
ン
不
足
、
地

震
に
対
す
る
恐
怖
心
な
ど
か

ら
、
何
気
な
い
日
常
生
活
が

い
か
に
幸
せ
な
事
だ
っ
た
の

だ
と
、
気
付
く
事
が
で
き
ま

し
た
。
ま
た
能
登
半
島
地
震

で
は
、
水
や
ト
イ
レ
の
問
題
、

道
路
の
崩
落
や
寸
断
等
か
ら
、

地
域
と
の
つ
な
が
り
や
、
お

互
い
様
の
支
え
合
い
が
大
事

で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

千
葉
県
東
方
沖
地
震
も
ス

ロ
ー
ス
リ
ッ
プ
現
象
に
よ
る

も
の
と
推
定
さ
れ
心
配
で
す

が
、
常
備
薬
や
防
災
グ
ッ
ズ

の
確
認
を
し
て
い
き
ま
す
。

（
鈴
木
ゆ
き
こ
）

委
員
の
ひ
と
り
ご
と

議
長
・
議
員
が
出
席
ま
た
は
参
加
し
た
主
な
行
事

【
2
月
】

　
1
日　
長
生
広
域
市
町
村
圏
組
合
定
例
会（
松
野
議
長・御
園
生
議
員
）

　
5
日　
山
梨
県
身
延
町
議
会
行
政
視
察

　
　
　
　
長
生
郡
市
議
員
会
地
区
交
流
会

　
9
日　
千
葉
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会

　
　
　
　
定
例
会
（
加
藤
議
員
）

　
15
日　
議
会
全
員
協
議
会

　
　
　
　
議
会
改
革
特
別
委
員
会

　
19
日　
長
生
広
域
市
町
村
圏
組
合
定
例
会（
松
野
議
長・御
園
生
議
員
）

　
　
　
　
議
会
運
営
委
員
会

　
20
日　
九
十
九
里
地
域
水
道
企
業
団
理
事
会（
松
野
議
長
）

　
22
日　
千
葉
県
町
村
議
会
議
長
会
定
例
会・講
演
会（
松
野
議
長
）

　
29
日　
第
１
回
定
例
議
会
（
～
3
月
11
日
） 

【
3
月
】

　
4
日　
常
任
委
員
会［
総
務
経
済・教
育
民
生
］（
～
5
日
）

　
8
日　
長
南
中
学
校
卒
業
式

　
11
日　
議
会
改
革
特
別
委
員
会

　
14
日　
長
南
小
学
校
卒
業
式

　
24
日　
長
生
グ
リ
ー
ン
ラ
イ
ン
開
通
式

　
25
日　
長
南
保
育
所
卒
園
式（
松
野
議
長・岩
瀬
議
員
）

【
4
月
】

　
8
日　
長
南
中
学
校
入
学
式

　
　
　
　
議
会
広
報
特
別
委
員
会

　
9
日　
長
南
小
学
校
入
学
式

　
19
日　
議
会
広
報
特
別
委
員
会


